
事故情報の収集・分析の強化に向けた
検討状況と今後の進め方

平成２７年３月１２日
経済産業省

商務流通保安グループ
高圧ガス保安室

資料３



事故情報の収集・分析・共有の強化の方向性

○重大事故の発生防止に向けた取組強化
４パターンに該当する事故等の注視強化

・前回高圧ガス小委開催以降、主要関係業界、高圧ガス保安協会（以下、KHK）等とも検討を実施。

・昨年１０月以降、３省庁合同ヒアリングを通じ8件の注意を要する事故等に関しヒアリングを実施し
したが、結果的にすべての事例で前回提示した４パターンの傾向がみられ、重大事故の発生防止の観
点からは４パターンを注視することは重要。

＜平成27年度の取組＞
①従来の重大事故に加え、４パターンに該当する案件について三省連絡会議の枠組みを通

じて合同ヒアリング等を実施し、注意喚起。
②分析対象の事故情報は、消防庁等との連携のもと石災法の異常現象等の情報共有を図り、

４パターンの抽出を実施。（高圧ガスの事故報告の対象は現状を維持）
➂上記４パターン抽出並びに事故情報DB及び高圧ガス事故事例への反映について、平成

27年度発生事故より実施。

 事故情報DB及び事故事例による情報発信の拡充
・事故情報ＤＢに関するKHKアンケートの結果、詳細情報の不足等が指摘。

＜平成27年度の取組＞
①高圧ガス事故情報DBの利用者ニーズを踏まえて、再発防止策等の情報を現行のＤＢに

追加するためのDBシステムの改修及び入力。平成28年度より外部公開。
②高圧ガス事故事例に外部の事故調査報告書をリンクさせる。
③事業者等による事故分析の強化や事故防止に役立てるために石災法異常現象をＤＢ公開。

 重大事故を踏まえた現場活用チェックポイント集の策定
・現場レベルでは「自分の担当してる設備との相違点がある」、「事故事例を咀嚼するための時間的余

裕がない」等の理由から過去の事故情報の活用が進まないという現状がある。

＜平成27年度の取組＞
①主要な重大事故のフローや原因事象を一般化し、現場活用チェックポイント集を策定。2



（参考）最近の重大事故における４パターンの分析結果

 重大事故における４パターンの分析
＜パターン＞ ① 同一事業所で過去に類似の事故

② 複数事業所で類似の事故
③ 暴走反応に起因する事故
④ 同一事業所における複数事故等の多発

平成２６年１０月以降、３省庁合同ヒアリングを通じ８件の注意を要する事故等に関しヒア
リングを実施したが、結果的にすべてが４パターン分類に該当した。

 ３省合同ヒアリング＝４件
（Ａ社③、Ｂ社④、Ｃ社②、Ｄ社④）

 ３省連絡会議幹事会ヒアリング＝３件
（Ｅ社④、Ｆ社①、Ｇ社①）

 高圧ガス保安室ヒアリング＝１件
（Ｈ社③）

【パターン抽出結果】 ①＝２件、②＝１件、③＝２件、④＝３件

 ＫＨＫによる高圧ガス事故事例のパターン分類の結果
過去にＫＨＫで実施した事故調査解析委員会で分析した注意を要する事故167件（平成
15年度～25年度のコンビナート分）のうち、４パターン分類に該当するものは、以下の通
りとなった。

【パターン抽出結果】 ①＝６件、②＝９件、③＝４件、④＝11件

総評 注意を要する事故の一定程度は４パターンに該当。

今後とも４パターンに該当する事故に関しては注視することが重要。 3



事故情報データベースの活用状況調査結果 ①

高圧ガス関連の事故情報データベース（ＤＢ）をはじめとする各事故情
報ＤＢの活用状況を、高圧ガス保安法関連企業にアンケート及び聞取
り調査の結果、１０５事業所から回答があり、以下のことが判明した。
高圧ガス関連の事故情報 DB に対する認知度

高圧ガス関連の事故情報 DB は、知っている割合が約 90% であり、参照している割
合は、回答企業の 40～60% であった。

高圧ガス関連の事故情報DBに感じていること
約５０％の満足を得ているが、情報不足、検索機能不足等の不満意見もあった。

高圧ガス関連の事故情報DBの不足内容
詳細な経緯、背景原因、ヒューマンファクター等に対して不足を感じている。

①現場レベルでも活用される詳細な事故情報について調査・分析を来年度実施。
（平成28年度以降に情報発信予定）

②高圧ガス事故事例に外部の事故調査報告書をリンクさせる。（平成27年度より）

4



事故情報データベースの活用状況調査結果 ②

5

高圧ガス関連の事故情報 DB は、知っている割合が約 90% であり、参照している割合は、全事
業所に対して 40～60% であった。一方、高圧ガス関連以外の各事故情報 DB について「知って
いる」と回答した割合は 30～60% あったが、「参照している」と回答した割合は全事業所に対し
て 10～20% であり、事故情報DBが活用されていない状況であった。

出典：ＫＨＫ事故情報データベース分科会



事故情報データベースの活用状況調査結果 ③
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高圧ガス関連の事故情報DBは、詳細な経緯、背景原因、ヒューマンファクター等が不足してい
るという意見が多かった。



 現状の事故情報の収集と分析
• 高圧ガス保安法事故措置マニュアルに基づき、過去の高圧ガス事故について、漏えい（漏え

い→爆発などを含む）、爆発、火災、破裂・破損による事象分類及び原因による分類等を実
施

• 年間十数件程度の過去事故の深掘り調査・公開を実施
• 統計分析を行い当該分類が共通した事故を抽出し注意喚起を実施
• データ総数、１１，８７４件（１９６５年～２０１３年）
• 分類項目（事故コード、事故区分、事故名称、等）２７項目
• 検索機能有り（出力excel形式）

事故情報データベースの現状 ①
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事故情報データベースの現状 ②
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 平成27年度において以下の手順で主要な重大事故をベースにチェックポイント集を策定する。

① 事故進展を時系列に分析し（事故進展フロー）、各時点で、設計原因事象及び人的原因事象を抽出
する。

② 抽出した原因事象から、各事業所で使用されている設備で対応可能とするチェックポイントを見出す。

③ チェックポイントを設計要因と人的要因に分け整理する。

④ チェックポイントに注意を払うことにより重大事故の危険予知に資する。

重大事故を踏まえた現場活用チェックポイント集
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現場レベルでは、「自分の担当している設備との相違点がある」、「事故事例を咀嚼するため
の時間的余裕がない」等の理由から過去の事故情報の活用が進まないという現状がある。

課題：

⇒ 過去の重大事故のフローや原因事象を一般化し、事故に繋がるチェックポイント
を整理し情報発信することで、現場での事故事例の活用を促す。

＜イメージ＞ 「重機での配管損傷による漏えい火災」（2005、米国）

事故進展フロー 原因事象 チェックポイント

・重機を用い工事着工
・重機がバルブ・配管を破損
・可燃性ガスの漏えい
・着火・爆発

・作業手順書の不備
・車両衝突防護の不備
・車両通行箇所の非表示
・安全確認の不足

・作業方法、手順は適切か
・車両衝突防護はあるか
・突起物はないか
・車両作業スペースは確保したか
・車両通行可能箇所の表示をしたか
・立会い監視をしているか
・現場養生は十分か

＜化学工学会研究発表から編集＞


